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（第52号）

令

和

五

年

九

月

十

五

日

編
集･

発
行　

足
立
区
農
業
委
員
会

足
立
区
中
央
本
町
一
ー
十
七
ー
一

℡　

三
八
八
〇
ー
五
八
六
六（
直
）

　

第
25
期
足
立
区
農
業
委
員
会
が
七
月
二
十
日
に

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
24
期
で
は
、
会
長
職
務
代
理
者
を
務
め
、
今

期
か
ら
は
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

足
立
区
農
業
委
員
会
は
、
11
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
２
名
が
新
任
の
委
員
と
し
て

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
委
員
の
皆
様
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
農
業
者
の
皆
様
の
要
望
も
伺
い

ま
し
て
、
委
員
と
し
て
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
会
長
挨
拶
◆

第
25
期
足
立
区
農
業
委
員
会
会
長　
　

鹿
濱　

德
雄

　

７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
総
会
に
お
い

て
、
会
長
に
鹿
濱
德
雄
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者

に
寳
谷
実
委
員
が
選
出
さ
れ
、
第
25
期
足
立
区
農

業
委
員
会
が
始
動
し
ま
し
た
。

令和５年７月20日
第25期足立区農業委員が決まりました。

第25期農業委員会スタート！！

芦川委員、星野委員、内田委員、横井委員、横山委員

鈴木委員、國井委員、鹿濱会長、寳谷委員、吉田委員、馬場委員

後列左から

前列左から
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11
名
の
委
員
が
農
業
者
、
地
域
住
民
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
農
業
を
守
り

発
展
さ
せ
る
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

No.

No.

11 9 7 5 3 1

10 8 6 4 2

氏
　
　
　
名

氏
　
　
　
名

就
任
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

鹿　

濱　

德　

雄

内　

田　

宏　

之

國　

井　

幹　

雄

芦　

川　
　
　

進

横　

山　

恭　

臣

馬　

場　

博　

文

●
第
25
期
足
立
区
農
業
委
員
（
No.
は
議
席
番
号
）

寳　

谷　
　
　

実

横　

井　

善　

彦

吉　

田　
　
　

勉

星　

野　

信　

雄

鈴　

木　

博　

利

寳
谷
委
員
（
会
長
職
務
代
理
者
）

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
寳
谷
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
み

ら
れ
る
自
然
災
害
が
各
地
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
発
生
時
に
は
、
多
様
な
機
能
を
も
つ
貴
重

な
足
立
区
内
の
農
業
、
農
地
の
維
持
と
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
田
委
員

　

今
年
の
夏
は
酷
暑
で
、
野
菜
や
花
卉
類
に
と
っ
て

は
大
変
つ
ら
い
環
境
で
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
特
定
生
産
緑
地
の
指

定
手
続
き
で
た
く
さ
ん
の
農
地
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
地
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
と
と
も
に
考
え
、

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横
井
委
員

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
で
、
区
民
の
皆
様
に
お
花

や
野
菜
を
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

２
期
目
の
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
、
農
業
活
動
が

よ
り
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

國
井
委
員

　

こ
の
度
、
前
会
長
か
ら
推
薦
を
受
け
、
農
業
委
員

に
任
命
を
賜
り
、
重
責
を
痛
感
す
る
次
第
で
す
。
ま

た
、
前
会
長
が
受
け
持
っ
て
い
た
地
区
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
皆
様
方
と
足
立
区

の
農
業
発
展
の
た
め
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

吉
田
委
員

　

今
回
３
期
目
の
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
、
大
変
光

栄
に
思
う
と
同
時
に
重
責
を
感
じ
ま
す
。
都
市
農
業

は
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
農
業
を
維
持
し
、
区
民

と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
農
業
者
と
区
民
と
の
双
方

向
で
良
好
な
関
係
が
築
け
る
よ
う
に
、
利
害
関
係
を

有
し
な
い
立
場
で
委
員
活
動
に
努
め
ま
す
。

芦
川
委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
に
推
薦
さ
れ
任
命
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
芦
川
で
す
。

　

当
委
員
会
の
本
旨
に
則
り
、
農
業
は
も
と
よ
り
地

域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
非
才
な
が
ら
も
精
勤
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

星
野
委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
年
々
都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
足
立
区
の
農
業

者
の
た
め
に
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横
山
委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
、
３
期
目
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
足
立
区
の
農
業
の
発
展
と
農
地
保
全

の
た
め
全
力
で
委
員
の
仕
事
を
務
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
２
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
々
都
市
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
足
立
区

の
農
業
者
の
た
め
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

馬
場
委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
４
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
足
立
区
で
野
菜
等
を
耕
作
さ
れ
て
い

る
方
々
の
応
援
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
足
立
区
の
農
業
発
展
の
た
め
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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西　

山　

ト
メ
子
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）

内　

田　

和　

子
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）

増　

田　

和　

雄
（
西
保
木
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
レ
ネ

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ン
ジ
ー

退
任
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

荒
堀
安
行
会
長
（
第
22
期
〜
第
24
期
会
長
）

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
永
年
多
く
の
皆
様
に
、
ご
指
導
し
て
い

た
だ
き
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

任
期
中
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

つ
ね
に
、
「
和
」
を
大
切
に
と
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

　

今
後
は
、
「
一
」
農
業
人
と
し
て
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
佐
美
一
彦
委
員
（
第
23
期
〜
第
24
期
委
員
）

　

二
期
六
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
、

与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
支
援

の
賜
物
と
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
農

業
委
員
会
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
補
助
事
業
の
ご
案
内

「
未
来
に
残
す
東
京
の
農
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

宅
地
等
か
ら
農
地
を
創
出
す
る
取
組
や
、
防
災

兼
用
農
業
用
井
戸
、
農
薬
飛
散
防
止
施
設
等
の
農

地
の
多
面
的
機
能
強
化
を
図
る
取
組
を
支
援
す
る

た
め
の
事
業
で
す
。

　

「
第
50
回
足
立
区
春
花
品
評
会
」
が
３
月
９
日

（
木
）
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
２
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
品
評
会
で
は
、
計
78
点
の
花
苗
や
区
の

花
で
も
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
出
品
さ
れ
、
審
査

会
場
は
色
と
り
ど
り
の
花
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

「
都
市
農
業
経
営
力
強
化
事
業
」

　

収
益
性
の
高
い
農
業
展
開
に
必
要
な
施
設
整
備

等
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

【補 助 率】３／４以内
　　　　　 から１／２以内

（事業内容により異なります）

（対象事業費：税抜き）

【募集予定】
　令和６年４月頃

（翌令和７年度施工分）

　詳細は産業振興課農業振興係

　までお問い合わせください。

【内　　容】
　農地創出支援のほか、防災兼

　用農業用井戸・土留め・簡易直

　売所・防薬シャッターの整備等。

【補 助 率】　１／２以内
（対象事業費：税抜き）

【募集予定】
　令和６年５月頃

（翌令和７年度施工分）

　詳細は産業振興課農業振興係

　までお問い合わせください。

【内　　容】
　・パイプハウス等生産設備

　・栽培関連施設

　・流通・販売施設

　上記等の整備が補助対象。

【事業実施対象】
　認定農業者のみ

　上記事業は認定農業者以外で

　も活用できる場合があります。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

〈寸評〉
十分な草丈を有し、
２鉢の揃いが良好
で、締まり・茎葉
バランスとも優れ
た逸品。

第
50
回
足
立
区
春
花
品
評
会

第
50
回
足
立
区
春
花
品
評
会

優
良
賞

優
秀
賞
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東
京
都
知
事
賞

　

西　

山　

敏　

雄
（
江
北
）　
　
　
　

ダ
リ
ア

足
立
区
長
賞

　

横　

井　

富　

子
（
扇
）　
　
　
　
　
　

夏
菊

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
組
合
長
賞

　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）　
　
　

日
々
草

東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
会
長
賞

　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）　
　
　

ダ
リ
ア

東
京
都
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

榎　

本　

守　

伸
（
扇
）　
　

ア
ン
ゲ
ロ
ニ
ア

足
立
区
観
光
交
流
協
会
会
長
賞

　

内　

田　

宏　

之
（
興
野
）　
　
　

ア
ジ
サ
イ

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
部
会
長
賞

　

阿
出
川　
　
　

浩
（
江
北
）　
　
　
　

赤
小
菊

　

「
第
58
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
」
が
６
月

５
日
（
月
）
～
６
日
（
火
）
区
役
所
中
央
館
１
階
区
民

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

さ
ら
に
、
２
等
賞
８
点
、
３
等
賞
10
点
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
主
催
、
区
後
援
に
よ
る

「
第
55
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会
」
が
、
６
月
24

日
（
土
）
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
野
菜
類
、
花
き
類
計
205
点
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
感
想
や
今
後
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
（
３
８
８
０
）
５
８
６
６
〔
直
通
〕

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

東
京
都
で
は
農
産
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
134
・
137
を
定
期
的
に
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
区
内
産
の
野
菜
に
つ
い
て
、
都
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
検
査
〔
令
和
５
年

５
月
12
日　

コ
マ
ツ
ナ
（
施
設
栽
培
）
〕
の
結

果
、
セ
シ
ウ
ム
134
・
137
ど
ち
ら
も
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

※

農
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
は
、
セ

シ
ウ
ム
134
・
137
の
合
計
が
100　

／
Kg
以
下
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

〈寸評〉
適度な切り前で十分
な切り花長があり、
デコラティブな花弁
に乱れがなく、５花
の揃いが抜群で、茎
葉も健全な逸品。

〈寸評〉
下位節から止め葉
まで均等な大きさ
の葉をたたえ、ボ
リューム豊かで草
丈も揃い、高い市
場性を備えた逸品。

足
立
区
議
会
議
長
賞

　

榎　

本　

紋　

子
（
扇
）　
　
　
　
　

ダ
リ
ア

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

西　

山　

照　

代
（
江
北
）　
　
　
　
　

小
菊

農
林
水
産
大
臣
賞

　

牛　

込　

聖　

英
（
島
根
）　
　
　
　

ト
マ
ト

東
京
都
知
事
賞　

　

寳　

谷　

比　

呂
（
栗
原
）　
　
　
　

ム
ラ
メ

足
立
区
長
賞

　

宇
佐
美　
　
　

大
（
辰
沼
）　
　
　
　

小
松
菜

東
京
都
信
連
会
長
賞

　

並　

木　

一　

重
（
一
ツ
家
）
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

東
京
都
本
部
本
部
長
賞

　

青　

木　
　
　

隆
（
青
井
）　
　
　

タ
マ
ネ
ギ

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

東
京
都
本
部
本
部
長
賞

　

横　

山　

辰　

也
（
入
谷
）　
　
　
　
　

枝
豆

農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
状
況

第
58
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
58
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
55
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会

第
55
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会

特
等
賞

特
等
賞

一
等
賞

◀夏菊

ダリア▶




